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大義に勝るキリスト（ヨハネ11：50-53）
　
今現在、自分がやっていることが、あまりにもみじめなので、教会に行くことができない。やってはいけないとわかっているのに、中々、止められないみじめさのゆえに、教会には行けない。それにとどまらず、申し訳ない気持ちで、キリストから気持ちが離れていく人がいます。本当に、それがそのような理由になるものでしょうか。逆に、いまみじめなこと、ときにはみだらなことをしているがゆえに、よりキリストが必要だし、止めるか止めないかは別にして、キリストの方に近づく必要があるのではないでしょうか。そうしなさいというサインのようなものではないでしょうか。反対に、より正当な理由をもって、「いま家族のために」、「仕事が忙しいので、中々、礼拝には行けません」と堂々と言います。礼拝に来るかどうかという問題以前に、それが平気でそう思い、礼拝に行けないことがなんともない状態が問題です。礼拝に来るかどうか以前に、そういうことでキリストから気持ちが離れていくことの理由になるものなのでしょうか。忙しいから、家族のために、よりキリストが必要なのではないでしょうか。それなのに私たちは、特にクリスチャンでありながらも、キリストから気持ちが離れていく口実、理由などを、ついついもつようになります。これはある意味、個人的な小さいことかもしれません。でも、そういった気持ちが離れもいいという内容を大義と言います。この世界は、実は、大義によって動いています。人々を動かすためには、それが良いものなのか悪いものなのかは別にして、大義をもって人を動かすのです。政治家もそうだし、指導者もそうです。
今日の聖書を見ますと、イエス様にスポットが集まるようになりました。すると、内心、このまま放っておいたら、いまの私たちの立場、立ち位置、いままで気づいてきたものなどが、危うくなる可能性があると危機感をもって、それは表に現さず、いまはこういう状況が、ローマの政府から見たときには、巨大抵抗勢力のように見なされるのではないか。だから、このまま放っておいたら、ローマの兵隊が来て、私たちの社会をめちゃくちゃにする可能性がある。どうすればいのか。このように大義をもってお話をしたのです。そのときに、その年の大祭司であった人が、「あなたがたは、ひとりが犠牲になることによって、国が守られるとそれでいいという話は聞いたことがないのか」一人が犠牲になることによって、国が守られる。国が守られることのためにはという大義なのです。その大義によって、結果、みなが心ひとつにして同意して、イエス・キリストを殺すことにした。それが今日の聖書のお話です。それがイエス様を殺す理由になるものなのでしょうか。さきほどもお話ししたように、この世の中は、世界は、大義によって動くものです。その大義がもっともなお話なので、サタンは、その大義を見事に巧妙に利用するのです。それがもっともなお話なので、みながついついそれに惑わされ、だまされるようになるわけです。クリスチャンの私たちは、この暗やみの世を生かして、光を照らすべき存在なので、大義が何なのか、それに対して明確な姿勢をとらないといけないと思います。

昔、第二次世界大戦のときのお話です。ある小さな田舎の町に、ドイツの兵隊が占領して入ってきました。そこは男の人たちは兵士として皆が徴兵されてしまったので、その町には女性と子どもしかいません。ある家に、兵隊が入ってきて、そこには若いお母さんと子ども二人、おばあさんがいました。そこで兵隊が、その若いお母さんに体を求めることにしました。そのときに、その女性は、もう死んでも嫌だと拒否しました。その拒否というのが、体を奪われるという次元ではなくて、彼女は信仰者でした。それで信仰を守るという次元で、これは絶対許せないという思いで拒否して抵抗したのです。そのときに、その兵隊が、部屋の外にいる子ども二人とおばあさんのことを取り上げて、「おまえが私の言うとおりにしないと、外にいる家族は殺されるよ。おまえのせいで殺されるのだよ。家族を守るために、あなたがどうするか、よく考えなさい」と言います。家族を守るためにという大義なのです。それで場面が変わって、その町の住民は、私たちのようなもので、髪の毛も黒っぽい人だったのですが、場面の最後に、子ども二人の隣に、髪の毛の黄色い赤ちゃんがもう一人いたのでした。つまり、家族を守るためにという大義のゆえに信仰を守ろうとしていたのですが、それをあきらめて捨ててしまいました。皆さんだったら、どうしましょうか。それを状況倫理と言います。大義がこれほど恐ろしいものなのです。
韓国の朝鮮戦争のときに、共産主義の人々が、牧師を捕まえて言いました。「あなたは、私の前で『私はイエス・キリストなんか信じません』と、嘘でもいいから、一回でもいいから、否定する言葉を吐きなさい。そうすれば釈放する」と誘いました。絶対に死んでもそれはしないと拒否していた牧師に対して、その共産主義の人がこういう話をしました。「いまあなたが自分の信仰を守るというのは立派だ。しかし、それを守ると言って、ここで死んでしまうと終わりではないのか。でも、あなたの本心ではなくて嘘で『イエス様なんか信じませんよ。イエス様なんかでたらめだよ』と一言言って釈放されると、そこからいっぱい伝道して多くの人を助けることができるのではないのか。どちらがいいのか」と話しました。多くの人を助けることができるという大義を取り上げて、ここでイエス様を否定せよと言ったのです。その牧師は、それにだまされて、本心ではありませんが、イエス様を否定して釈放されたという話を聞きました。どちらが私たちに望ましいことなのでしょうか。私たちクリスチャン個人としても、いろいろな葛藤等があると思います。そこで一番多いのが、たぶん、未信者からイエス様を信じた人の場合には、家庭の平和を守るために、もうこれ以上、信仰を続けることは無理だと、それは仕方がないとついつい思ってしまいます。家庭の平和を守るという大義のために、キリストから離れてもしょうがない、気持ちが離れることは仕方がないことなのだという大義が、私たちにはたくさん取り囲んでいるわけです。
また、社会を見たときには、今までずっと守ってきた伝統というものがあります。それがどういう内容なのかは別にして、伝統だから、伝統にもし合わないものであればという大義のゆえに、多くの人が「私はもう信じることはできません」と言います。また、「教会に通い始めたのだけれど、これ以上、続けることは無理なのですよ」と話します。なぜなのかというと、信仰を続けると伝統を守ることとがぶつかるようなことになった場合、伝統を守るというのが大義になって、結局、離れていくようになる場合があります。他のどこの社会にもそういうものがありますが、特に日本の場合は、和の精神というものがあります。これは非常に立派な考え方であり、風習だと思います。しかし、それが大義になってしまって、和を乱すことになるので、キリストだけだということには賛同できない。それは和を乱すことになるからということで、正しい信仰から離れていって、自分勝手な信仰になってしまったり、あるいは、和に属するような、和を助けるような信仰、キリスト教を勝手に編集して信じるような傾向も少なくありません。いいことはいいことなのですが、それが果たしてOnlyキリストを否定して、そこから離れていくような大義になれるようなものなのでしょうか。最近は、平等という言葉を取り上げて、それを大義にして、どこかの宗教だけが正解だという話は、平等に反する内容なので言ってはいけないという雰囲気が、だんだん法律化していくような時代を迎えるようになりました。そこでたぶんしばらく経ちますと、私がここでOnlyキリストというと逮捕されるような時代がそんなに遠くありません。いま皆さんは笑っていますが、実は、そうではないのです。それがなぜそこまで行くのかというと、平等という大義のためです。もちろん神の前ではみな皆平等です。それから、病気の人と健康な人を一緒に扱うということは、逆に平等ではありません。同性愛の人は人が悪い、良いと人格を否定するつもりはありません。しかし、病気なので、普通に一緒に扱ってはいけないのに、平等という大義の下でひとくくりにして一緒にしてしまいます。それに対して、私のような発言をするものは、的にみなすようになるのです。大義のゆえに。本当にそうなのでしょうか。良い話なのですが。聖書には、サタンが吠えたける獅子のように、人々を脅かして信仰を奪おうとするやり方と、もう一つは、光の天使のように変装して現れて人々を惑わす方法があります。その中の一番の内容が大義です。皆、大義には弱いから。どうしようもない、仕方がないではないかと思うものが大義なので。世界のレベルから見ると、世界平和という大義の下で、実はそれを利用して戦争を起こしたり、様々な悪いことをやっているのですが、世界平和という大義の下で、いまどこまで進んでいるのかというと、世界に皆一緒に平等に恵みを受けるためのコントロールが必要ではないのか。だから一つの政府が求められるとして、そのためには宗教もバラバラではなく、みな一緒に統一しないといけないという理論を展開しています。その中で最終的に引っかかるのはキリスト教しかありません。他は世界平和という大義の下で、皆が手を組むようになります。キリスト教はそういうわけにはいきません。世界平和を望まないわけではありません。しかし、キリストを抜きにして、世界平和は本物の平和ではないということを私たちは知っているから、それに同意することはできないわけです。でも、それが大義なので、しかも全世界の流れになってしまうので、私たちだけが敵に見なされることになるしかありません。

そして、最近は、環境保全という大義の下で、結局、最終的にはキリスト教を攻撃する方向に向かうようになるしかありません。大義というものは、こういうものなのです。しかし、私たちはここで吟味して、問いかけなければいけません。本当にどんなに立派でもっともな大義であっても、キリストから気持ちが離れることを正当化できる大義というものは存在するものなのでしょうか。そもそも大義というものは、実は神を離れてしまって、罪ある中で、そこで始まって、そこでいろいろ生まれてきた価値というものがあります。それは本物ではないのに、その価値に基づいて大義が生まれたのです。それは本当に当てにすることができるものなのでしょうか。今日の聖書を見ますと、ひとりの人間が、つまり、イエスが犠牲になることによって、国が安全に守られることであれば、それでいいのではないかと、その大義にうなずいて、同意して、イエス様を殺すことに心を一つにしました。今も同じです。イエス様を殺してもいい。イエス様から気持ちが離れてもいい。そのような大義などが果たして存在するものなのでしょうか。キリストは大義にまさる方です。なぜかと言いますと、地球の、人類の本当の姿がわかれば、そんなに大義によってキリストを攻撃することなどはありえません。クリスチャンでも大義によって、キリストから気持ちが離れていくようなことは許せないのです。地球はどんな形であれ、歴史がどれくらいあるかと関係なく、根本の根っこの方にどうしようもできない問題を抱えているのが地球です。だから、根っこのほうから患っているのです。神様によって造られて、神に祝福されていた地球、人類が、罪を犯して、その神様から離れてしまうようになりました。これは本当は完璧な例えにはなりませんが、魚が水から出たと考えてください。それの１００倍以上の問題です。地球はいまそのようなことを患っています。そして、神を離れたそのときに、目には見えないけれど、空中の権威を持つ世の神とも言われるサタン、悪魔のどれになって、その支配から一歩も自力で逃げることができない、それにコントロールされるしかない状態になってしまいました。それでこの地球はのろわれるしかない運命に捕らわれて動いているものです。これは時代と関係ありません。国や人々がどうなのか、どんな大義があるのか関係なく、地球が抱えている悩みなのです。

そして、ここを神様によってどうにかという方向にはまったく向かうことがなく、この滅びを催促することばかりやっているのです。その第一が何かというと、ヒューマニズムです。ヒューマニズムは格好いいお話です。無限の可能性を秘めている人間が頑張って努力すればどうにかなるという思想です。しかし、このヒューマニズム、つまり、人間の努力を誉める思想の裏には何があるのかわかりますか。「だから、神様を信じなくてもいい。神様の助けなんか毛頭いらない者だ。人間が努力すればできる」ということです。それから、この地球のすべての人は、先進国なのか後進国なのか関係ありません。物が豊かになり裕福になれば幸せになれるのだと、これは教えてあげなくてもどこの国でもそういう思想を持っています。豊かになろう。裕福になろう。そうすると、幸せになる。その裏には何があるのでしょうか。神様はなくても幸せになれる、神様はいらない。その裏返しなのです。そのような方向に人類が走っています。映画を作って、それを煽り、音楽を作って、それを煽り、ノーベル賞をもらうような物理学の論文を書いて、それを煽る。それが地球です。滅びを催促しています。このまま文明がずっと発展し続ければ、この地球はユートピアになれると。文明が発展したとすれば、その文明はだれが発展させたのでしょうか。人間が、ルネッサンスをとおして、IT革命をとおしてそこまでやってきたのではないか。今はまた人工知能をとおして、どんどん期待が膨らんでいく時代です。ですから、このままずっと行きますと、文明が発展すればユートピアになる。いま私たちが抱えている様々な問題は、その発見によってどんどん削られていくはずだと信じ込んでいます。それを裏返しますと、そこにはこういうメッセージがあります。「神様なんかいらない。人間が神なのだから」。世界中すべての人が、これは共通です。そして、この滅びを形態化しています。深く根を下ろして染み込ませるために、それが宗教であり、偶像であり、占いの文化のようなものです。形にしてしまいます。先ほども申し上げましたように、このように滅びを催促すること、芸術をとおして文化をとおしてこれを染み込ませているのです。これが地球の今現在の動きです。今までの地球の歴史の動きです。そういう中で、ひとりひとり個人はどんなに暴れていても、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれて、霊的問題を患い、わけもわからない様々な悩みを抱えて、心の病を患い、肉体の病気を患い、人生は崩壊していき、家庭や人間関係や様々な問題にひびが入ってしまい、最終的には死んで仕方がなく永遠の地獄に行くしかありません。そして、それが子孫代々ずっと引き継がれるようになるのです。これが地球の本当の姿です。どんな大義をもって、この問題に対処できるのでしょうか。
この地球の本当の姿がわかれば、大義中の大義は一つしかありません。だから、Onlyなのです。キリスト以外には希望がありません。それは最初から最後までずっと一緒です。変わることはありません。まことの王様であり、まことの祭司であり、まことの預言者である、つまり、神様と一緒になることができる、悪魔、サタンのしわざを打ち壊すことができる、罪と滅びの運命を完璧になくすことができるキリストの他には希望はありません。だから、キリストが大義なのです。神様の大義は、世界平和ではありません。神様の大義は、家庭の平和ではありません。神様の大義は、ひとりひとりの福祉ではありません。神様の大義は、みなが平等に生きることではありません。神様の大義は、キリストしかいらっしゃいません。悪魔は、このキリストを大義にしないように、別の大義をもってキリストから離れるようにしかけているものです。しかし、わかっていないとクリスチャンでも、教会でも、見事にそれにはまってしまいます。南アメリカが独裁政権によって、あまりにも苦しい状況にありました。そのときに牧師達が大義をもって立ちあがりました。いまいのちの福音とかそういうことを言うときではない。そんな場合ではない。みなお腹がすいて、独裁政権の中で苦しんでいるのに、いまはパンが必要なのだ。イエスはパンなのだ。いのちなんかではないという神学が生まれました。大義の下で。それが一時期、全世界を動かすようになりました。もうこれ以上、イエス様を信じると罪が許されるとか、そういう話はしないように。パン、パンとなりました。それが教会の歴史です。世界大戦のあと、いま私たちがイエス様のいのちとか話している場合ではありません。世界を見なさい。そこで全世界は、この地上の問題の解決、それこそがイエス様のテーマです。このように変わりました。世界中の９９％のキリスト教会は、天国や永遠のいのちなどは信じないことにしました。いまお腹がすいている者はパンを食べて、裸になっている者は服を着ること、それこそが福音だ。それ以上は言わないように。そういう意味では、仏教でもイスラム教でもカトリック教会でも、みな手を取り合って一緒にできると、WCCが世界平和という大義の下であらゆる宗教が一つになって、牧師が祝祷し、お坊さんが説教をして、神父さんがお祈りをして、霊媒師が最後の儀式を飾ったりということをやっています。それが平等なのだと。これをなぜこんなに熱く語るのかというと、サタンのしわざだからです。福音の目で歴史を少しでも勉強した者は、すぐにわかります。神様は、このキリストだけが大義であって、このキリストを大義にしてすべてを動かしました。これを難しい言葉で神様の主権と言います。歴史はそのキリストを大義にしてずっと動きました。だから、歴史のことをhistoryというでしょう。簡単に申し上げると、旧約のすべてのお話があります。私たちの目で見たときには、良いこと悪いこと、つぶれた、起き上がったとか、国がなくなったり、新しい国ができたり。国の安全が大義でしょうか。神様はキリストのために国をつぶすこともあるし、新しく建てることもあるし、人のいのちを奪うこともあるし、病気を治すこともあるし、それは私たちはわかりません。キリストが大義です。キリストのためには何でもできる方なのです。それを神様の主権と言います。そして、今現在は、マタイ24：14に書いてあるように、世界中にこの福音が宣べ伝えられてから世の終わりが来る。福音宣教という大義の下で全世界の歴史が動いています。それが神様の大義です。皆さん、これがわかっていないと聖書の内容も自分の限界の中で理解しようとします。自分の大義をもって聖書をみようとするから、全部、曲がって聞こえて来たり、結局は、眠くなるのです。

皆さん、どれほど神様の大義がキリストなのか、徹底していらっしゃるのか、一番の例がノアの大洪水です。キリストを守るために、キリストのために、当時の全人類を滅ぼしました。キリストは大義なのです。どれほどなのか。その感覚を持たないといけません。キリストこそが大義です。世界中でキリストの他には、私たち人間が救われる名として、どのような名も与えられていません。そのキリストの御名を呼んで、救われることこそが大義です。そのときに、地上の何かではなくて、神の国が臨まれるようになります。つまり、神様の大義は、神の国です。イスラエルの国がどうなるのか、ローマがどうなるのか、それは神様には関係ありません。結局は、みな滅びるように定められているわけですから。だから、あなたがたは行って、神の国のために弟子としなさいと最後におっしゃったのです。このキリストを個人が信じて受け入れたときに、その人の内側に神の国が臨まれ、その人をとおして生活、文化、いろいろな部分に神の国が臨まれ、そして、最終的にはこの地球が滅びて、新しい天と新しい地を迎えるようになります。それが神の国です。それが大義です。この大義が正しく整理されないと、私たちは大義の下で大事な本物の大義から気持ちが離れていくようなサタンの誘惑に負けてしまいます。徹底的に、神の大義はキリストなのだ。だから、自分の人生の大義もキリストだ。大義中の大義はキリストです。
結論をこのようにまとめましょう。キリストよりまさる大義などは、宇宙に存在しません。それがもし自分のいのちであっても、家族の平和であっても、世界平和であっても、どんな大義であってもキリストにまさるものは存在しません。だから、キリストから気持ちが離れてもいいと言えるような大義は存在しません。逆に、キリストという大義中の大義のゆえに、今まで大義であったものが全部崩れていくようになるでしょう。家庭の平和が大義だと思っていたところに、イエス様はおっしゃいました。わたしは平和を与えるために来たものではない。剣を与えるために来たのだ。キリストのためならば、家庭がぐだぐだになることもありうるとおっしゃったのです。何を求めていらっしゃるのでしょうか。キリストが、キリストだけが大義です。先ほども話したように、世界平和、キリストのためならば、世界が戦争に巻き込まれることも神様は許されます。災害から免れること、キリストのためであれば、災害ですべてがつぶれることも許されるのです。それが理解できていないと、一生、クリスチャンでありながらも、葛藤から抜け出すことができません。神様のメッセージが聞こえてきません。天命、いつ聞くのでしょうか。イエスの証人、私とは関係ありません。自分の大義を守らないといけないから。私がイエスの証人、伝道者の人生を歩いて行くうえで、邪魔になるような大義は、足を引っ張るような大義は一切存在しません。それが実は使徒1：1です。イエスはキリストというのは、そういう意味です。サタンは、今までの歴史を見ると、本当に高慢に見事に大義を取り上げて、キリストから皆が離れるように仕掛けていました。先ほども申し上げました、一番大きなものが世界平和なので、そこに小さい大義は全部そこに入っていると思ってください。世界平和のためにキリストがつぶれる、キリストを譲る。とんでもありません。なぜでしょうか。キリストから離れている世界平和は、世界平和ではありません。そこに平和などありません。そんな大義にだまされません。
最後に、キリストが自分と自分の人生の大義であれば、これから、皆さん自分の存在、自分自身に与えられている才能、それは勉強も含めて、職業、仕事、また残りの人生、そのすべてに対して、何の大義をもって対処していらっしゃるのでしょうか。何が大義なのでしょうか。家族の平和でしょうか。より豊かな裕福な人生でしょうか。このすべてに対してキリストが大義になることを祈りたいと思います。それはたぶんサタンがものすごく邪魔するので、歯を食いしばってでも吟味して黙想して告白しなければいけません。戦いです。自分の才能はキリストのためにあります。自分の残りの人生もキリストのためにあります。仕事も職業もキリストのためにあります。もしキリストのために、今の仕事が、今の才能がすべて奪われることが有利であれば、キリストが大義なのでそれもありですと、それぐらいの覚悟で整理してください。そういう人は、サタンが触ることができません。つまり、自然に、皆さんも気づいていなかったでしょうけれども、暗やみの力が砕かれていくようになるわけです。そして、人生が新しく見えてきます。この世に対して未練など持ちません。パウロのように、私は天国に行くのがずっと幸いなのだ。地上にいる理由はない。未練もないし、魅力あるものもない。ただキリストのためであれば、いのちの救いの働きのためであれば、それは幸いなのだ。それ以外には、理由がありません。キリストだけが大義なのです。他のどんなことであれ、惑わされることがないように、皆さんはもうすでにイエス・キリストにあって、この大義を持つ幸いな世の光として召されています。だからこそ、何を食べるか、何を飲むか、何を着るかなどを心配しないようにしましょう。そういうことは、もはや大義にはなりませんとイエス様がおっしゃったのです。皆さん、自分自身のことを改めて大事に思って大義をしっかりと修正して、それを具体的に適用して、すべての大義から自由になっていただきたいと思います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ひとりが犠牲になることによって、国全体が安全に守られるという大義の下で、イエス・キリスト殺すことを全員が同意しました。いまもこのようなサタンの策略はずっと続いていて、クリスチャンである私たちでさえ、キリストから気持ちが離れるようにいろいろな大義を取り上げて惑わしているところです。今日のメッセージをとおして、大義はどんなにもっともな話、立派な話、今まで当たり前で当然なことであっても、キリストの他には、大義はありませんという結論をもって、自分の人生をひとりひとりが整理し、イエスの証人としての新しい祝福の人生を歩むことができるように導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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